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第１章 基本的な考え方 

１．策定の趣旨 

本市には、豊かな水や緑などの自然由来の文化、熊本城をはじめとする文化財、地域に根付き受け継がれ

てきた祭りなどの伝統文化、文学・美術・音楽といった芸術文化、さらには食文化等の生活文化など、様々な

文化芸術があります。これらの文化芸術は独自の価値を持つだけではなく、それらによって、住民は自分が

暮らす地域への誇りや愛着を深め、文化芸術とともにその想いを未来へつなぐことで、魅力あるまちづくり

へとつながります。 

また、文化芸術は、人に感動や刺激を与え、豊かな人間性と創造性を育む力を持っており、表現力を高め

るとともに、特に、平成 28 年熊本地震（以下「熊本地震」といいます。）や新型コロナウイルス感染症の影響

により、活動が制限される中において、人の心を動かし、人と人とをつなげ人々を孤独から救い、生きる力

を生み出す力があることが再認識されました。 

さらに、文化芸術は、一人ひとりの見え方の違いに気づき、多様性を認め合い、緩やかなつながりのもと

にそれぞれの人たちが生きやすく、相互に理解し尊重しあう土壌を提供し、多様性を受け入れることができ

る心豊かな社会をつくる力を持っています。 

 

このような文化芸術により生み出される様々な価値をいかして、市民一人ひとりがいきいきと暮らせるま

ちをつくるために、近年の社会情勢の変化や熊本市文化芸術振興指針の検証、課題等を踏まえ、また、「文化

芸術基本法」で定められた文化芸術の振興、観光・まちづくり・国際交流・福祉・教育・産業など各関連分野と

連携した施策及び文化芸術により生み出される様々な価値の活用を新たに盛り込み、これからの熊本市の

発展を見据えた戦略的な文化政策を推進する計画を新たに策定します。 
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２．策定の背景 

本市では平成 22 年（2010 年）に「熊本市文化芸術振興指針」を策定し、文化芸術における施策の方向性

を定め、様々な取組を進めてきました。この約 15 年の間に、熊本地震や新型コロナウイルス感染症の影響、

デジタル化の急速な進歩、人口減少や在住外国人・外国人旅行者の増加とともに、多様性・包摂性1 ・持続可

能性への関心が高まり、ウェルビーイング2 といった価値観が普及するなど、文化芸術を取り巻く環境には

様々な変化がありました。 

 

（１）社会情勢 

①熊本地震及び新型コロナウイルス感染症の影響 

平成 28 年（2016 年）に熊本地方において発生した熊本地震では、

文化施設が被災するなど文化芸術活動が制限されました。一方で、避難

所等で被災者を対象とした文化芸術活動や鑑賞の機会の提供や、熊本

地震からの復旧・復興を祈念した様々な文化芸術活動が、市民に生きる

希望や勇気を与えました。 

また、令和 2 年（2020 年）から世界的に流行した新型コロナウイル

ス感染症の拡大は、アーティストや文化芸術団体が活動を縮小せざるを

得なかっただけでなく、市民が文化芸術活動を楽しむ機会や人との交

流機会が減るなど、大きな影響を与えました。一方で、オンラインによる

文化芸術の表現や鑑賞等、新たな文化芸術の楽しみ方が広がりました。 

 

 

②デジタル化の急速な進歩 

近年、デジタル技術は急速に進歩しており、人々の生活様式の変化

とともに、文化芸術の活動形態やニーズにも変化を与えています。

AI3 や最先端の映像技術の活用などにより、表現方法の多様化や

様々な創造空間を実現できるようになりました。 

特に、熊本城など歴史的建造物でのプロジェクションマッピングや

記念館等での AR4 で再現した物語の体験などのデジタル芸術の活用

は、本市の歴史や伝統文化の新たな魅力発信につながります。 

 

 

 
1 包摂性：包み込むこと、排除されないこと。 
2 ウェルビーイング：個人や社会のよい状態。幸福度。 
3 AI：人工知能（アーティフィシャル・インテリジェンス）。 
4 AR：拡張現実（オーグメンテッド・リアリティ）。 現実の風景等に対し、コンピューターで情報を付加または合成し

て表示する技術。 

くまもと復興映画祭 2018 

くまもと 500 年光と夢の広場 

写真 

写真 
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③在住外国人や外国人旅行者の増加 

本市においても、台湾からの半導体関連企業の熊本進出の影響も

あり、本市に居住している在留外国人（以下「在住外国人」といいま

す。）は増加しており、在住外国人が地域や社会と孤立しない取組が重

要となっています。 

また、新型コロナウイルス感染症の５類感染症移行や国の水際対策

の終了、国際定期便の就航などが影響し、令和５年（２０２３年）は、外

国人宿泊者数が過去最高を記録しました。特に、台湾からの半導体関

連企業の熊本進出の影響により、台湾の宿泊者は１１万２千人と、コロ

ナ禍前の約１．７倍に増加しています。今後も増加が見込まれる外国人

旅行者のニーズに沿った文化芸術や文化財の持つ価値を情報発信や

サービスを通して伝えていくことが期待されています。 

 

④少子・高齢化と人口減少の進行 

全国的な傾向と同様、本市においても少子・高齢化、人口減少の進行に

より、地域の特色ある伝統文化をはじめ様々な文化芸術の担い手不足のみ

ならず、鑑賞者等の需要の減少・市場の縮小が想定されます。また、単身世

帯の増加や高齢化率の上昇によりコミュニティ維持が困難になるなど、人

と人とのつながりが希薄になりやすいと言われています。 

 

 

⑤多様性・包摂性やウェルビーイングといった価値観の普及 

一人ひとりの違いを受け入れ、尊重することによって個人の力が

発揮できる社会の実現に、文化芸術が大きく貢献すると言われてい

ます。また、人々のウェルビーイングの向上に対しても、文化芸術が

大きな役割を果たしています。 

文化芸術施策を推進することで、多様性や包摂性が重視され、ウ

ェルビーイングの実現に寄与し、すべての人が平等で安全に暮らす

ことができる持続可能な社会につながります。  

熊本アートフェスティヴォ！ 

アール・ブリュット講演会 
（障がい者サポーター研修会） 

熊本市外国人総合相談プラザ 

写真 

写真 

写真 



7 

 

（２）国の動向 

①文化芸術基本法の改正（平成 29 年（2017 年）６月） 

文化芸術基本法は、文化芸術そのものの振興にとどまらず、観光、まちづくり、国際交流、福祉、教育、

産業などの関連分野の施策とも連携を図ることや、文化芸術により生み出される様々な価値を文化芸術

の継承、発展及び創造に活用することを目的としており、また、地方自治体における文化芸術の推進に関

する計画を策定するよう努めることとされています。また、年齢、障がいの有無や経済的な状況に関わら

ず、等しく文化芸術の鑑賞等ができる環境の整備を図ることとされています。 

 

②文化芸術推進基本計画（第２期）の策定（令和５年（2023 年）３月） 

文化芸術基本法に基づき、国の文化芸術推進基本計画（第１期）が、平成 30 年度から５年間を対象期間

として策定されました。文化芸術推進基本計画（第２期）では、文化芸術推進基本計画（第１期）を踏襲しつ

つ、以下の重点取組が明記されています。 

 【重点取組】 

１）ポストコロナの創造的な文化芸術活動の推進 

２）文化資源の保存と活用の一層の促進 

３）文化芸術を通じた次代を担う子供たちの育成 

４）多様性を尊重した文化芸術の振興 

５）文化芸術のグローバル展開の加速 

６）文化芸術を通じた地方創生の推進 

７）デジタル技術を活用した文化芸術活動の推進 

 

③文化観光拠点施設を中核とした地域における文化観光の推進に関する法律（令和２年（2020 年）５月）

（文化観光推進法） 

文化観光推進法は、文化の振興を、観光の振興と地域の活

性化につなげ、これによる経済効果が文化の振興に再投資さ

れる好循環を創出することを目的としています。文化施設が

地域の観光関係事業者等と連携し、来訪者を惹きつけるよう

な積極的な情報発信や、交通アクセスの向上、多言語・Wi-Fi・

キャッシュレスの整備などを行うことで、文化施設そのものの

機能強化や、地域一体となった取組を進めることとされてい

ます。 

 

④障害者による文化芸術活動の推進に関する法律（平成 30 年（2018 年）６月）  

障がいの有無に関わらず文化芸術を創造・享受できることや、障がい者による芸術上価値が高い作品

等の創造支援を強化すること、障がい者の文化芸術活動の地域での発表や交流を促進することで、障が

い者だけでなく住民全体が心豊かに暮らせる地域社会の実現を目指し、地方自治体においても地方の実

情に即した計画の策定に努めることとされています。  

文化経済戦略が目指す将来像（文化庁） 

図 

図 
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３．熊本市文化芸術振興指針の検証 

（１）熊本市文化芸術振興指針 

熊本市文化芸術振興指針は、本市の文化芸術を振興する上での目標とその実現に向けた取組の方向性を

明らかにし、心豊かな市民生活を実現するとともに、本市の活力と魅力を高め、「文化力」により評価される

都市を目指すため、平成 22 年（2010 年）に策定されました。 

文化芸術振興における基本理念を「人とまちが元気になる文化創造都市の実現」とし、次の３つの方針に

基づき、市民、民間団体、地域、企業、行政などの様々な主体がそれぞれの特性をいかして、連携・協働しな

がら、取組を進めることとしています。 

①文化芸術活動を活発化し、市民の文化力を高める 

②歴史と自然をいかした熊本らしい都市文化5をつくる 

③文化力で活力あるまちづくりをすすめ、都市の魅力を高める 

 

（２）市民アンケート調査結果の過去との比較、推移から見た検証 

令和５年度（2023 年度）に、市内在住の満 18 歳以上の市民 5,000 人に対してアンケート調査を実施

し、1,509 件の回答を得ました。平成 20 年度に実施したアンケート結果（回答数：1,243 件）との比較や、

約 15 年間の推移を分析することで、熊本市文化芸術振興指針に基づく取組の成果について検証を行いま

した。 

 

① 市民が文化芸術に触れる機会について 

過去１年間の文化芸術の鑑賞や活動の経験については、鑑賞経験は 6.0％、活動経験は 1.9％増加してお

り、市民が文化芸術に触れる機会は増加していると考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
5 都市文化：都市（＝熊本市）で育まれ、発展してきた独特の生活様式や価値観、芸術表現などを包括する概念。 

過去１年間の文化芸術鑑賞・活動経験（平成 20 年と令和 5 年の比較） 

過去１年間の文化芸術鑑賞経験 過去１年間の文化芸術活動経験 

鑑賞した

55.8%

鑑賞して

いない

38.7%

無回答

5.5%

平成20年
N=1,243

鑑賞した

61.8%

鑑賞して

いない

37.6%

無回答

0.6%

令和５年
N=1,509

活動した

16.9%

活動して

いない

79.2%

無回答

3.9%

平成20年
N=1,243

活動した

18.8%

活動して

いない

80.5%

無回答

0.7%

令和５年
N=1,509
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また、文化に親しんでいる市民の割合は、熊本地震の影響により落ち込み、その後は回復傾向でしたが、

新型コロナウイルス感染症の影響で再び下降しまいました。現在、少しずつ上昇しつつありますが、熊本地震

前の割合までは回復していません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 「熊本の文化」からイメージするものについて 

「熊本の文化」として思い浮かぶことについては、「まち並みや建築物（熊本城、水前寺公園など）」や「水」

が 60％を超えており、上位 2 項目は変わっていません。14.8％の市民が新たに「マンガ」を挙げている一

方、郷土芸能や伝統芸能を「熊本の文化」と考えている市民は半減しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文化に親しんでいる市民の割合（平成２０年からの推移） 

「熊本の文化」からイメージするもの（平成２０年と令和５年の比較）【複数回答可】 

※「マンガ」は令和５年のみ 

31.1 

34.8 

31.9 

35.3 
34.4 

37.4 

35.0 35.7 

26.5 25.6 26.6 

28.9 27.8 
29.0 

30.6 

30.5 

39.0 

30.3 
31.5 

29.4 

32.3 

29.3 29.8 
31.0 

27.3 

31.4 

27.3 
29.6 28.3 

31.2 

30.2 

31.1 

29.4 

34.6 

36.2 

34.1 
32.8 

32.9 33.7 
32.8 

45.1 

40.5 

43.6 

39.2 

41.9 

37.5 37.3 37.0 

20

25

30

35

40

45

50

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

親しんでいる どちらともいえない 親しんでいない

(%)

67.8 

60.5 

36.7 

32.7 

29.9 

28.6 

25.5 

18.8 

14.8 

10.2 

9.4 

6.8 

6.6 

6.0 

4.8 

4.6 

3.6 

3.2 

2.2 

1.6 

4.0 

79.6 

69.9 

46.2 

43.6 

31.9 

59.0 

33.2 

24.6 

0.0 

15.9 

20.3 

15.8 

10.8 

6.4 

7.6 

12.5 

4.0 

4.0 

3.1 

1.9 

1.4 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

まち並みや建築物（熊本城、水前寺公園など）

水

歴史

祭りやイベント

食

郷土芸能（肥後にわか、獅子舞など）

自然、園芸

工芸

マンガ

美術（絵画・彫刻・書道・写真など）

伝統芸能（能、狂言など）

人情

文学

音楽（クラシック音楽、邦楽、ポップスなど）

華道・茶道

ファッション

映画

舞踊（日本舞踊、バレエなど）

演劇（ミュージカル）

その他

特になし

令和５年

平成20年

（％）

N=1,509

N=1,243
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③伝統文化の保存と継承について 

伝統文化の保存や継承するために必要な取組については、「市民が気軽に参加・鑑賞できる催し」や「学校

での鑑賞機会の充実」などに加え、「継承者（担い手）の育成」も重視されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 文化芸術の振興施策について 

文化芸術の振興のために力を入れるべきことについては、「文化芸術の担い手となる人材の育成」や「文

化芸術活動に対する助成や支援」が伸びているものの、「ニーズに応じた芸術鑑賞機会の提供」や「郷土の歴

史や文化に触れ、学ぶことができる環境整備」は変わらず上位にあります。また、複数回答可のアンケートで

したが、全体的に回答件数が増えており、文化芸術の振興に対する関心は高くなっているといえます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

52.3 

37.8 

36.9 

28.9 

28.6 

27.6 

22.5 

22.1 

16.8 

16.2 

14.8 

13.7 

2.6 

48.9 

32.5 

30.0 

16.0 

25.2 

18.2 

21.3 

15.4 

9.7 

13.3 

8.8 

6.4 

1.9 

0 10 20 30 40 50 60

こどもから大人まで各々のニーズに応じた芸術鑑賞機会の提供

郷土の歴史や文化に触れ、学ぶことができる環境の整備

利用しやすい文化ホールの整備や拡充

文化芸術の担い手となる人材の育成

青少年が文化芸術に親しむ機会の拡充

文化芸術活動に対する助成や支援

地域の文化をいかした（地域が一体となった文化の）まちづくり

の推進

民間と行政の連携による文化を支える仕組みづくり

地域のコーディネーターとなる人材育成（人材の養成）

民間も含めた文化情報の共有と提供

指導者の養成や派遣などによる活動支援

文化芸術にかかる国際交流の促進

その他

令和５年

平成20年

（％）

N=1,509

N=1,243

伝統文化を保存し次世代に継承するために必要な取組（平成２０年と令和５年の比較）【複数回答可】 

文化芸術の振興のために力を入れるべきこと（平成２０年と令和５年の比較）【複数回答可】 

※「伝統文化の継承者（担い手）を育成する」、「伝統文化を観光資源として活用し、自ら稼ぐ仕組みを作る」は令和５年のみ 

※平成２０年と令和５年では、項目文の一部が異なるものがあるが、意味は等しいためそのまま比較を行っている 

※平成２０年と令和５年では、項目文の一部が異なるものがあるが、意味は等しいためそのまま比較を行っている 

59.4 

52.5 

40.8 

30.9 

30.7 

29.8 

20.9 

20.5 

8.9 

1.7 

60.6 

58.1 

0.0 

43.4 

43.0 

34.9 

0.0 

25.9 

11.8 

2.0 

0 10 20 30 40 50 60 70

市民が気軽に伝統文化に参加・鑑賞できる催しを実施する

学校での伝統文化の鑑賞機会を充実させる

伝統文化の継承者（担い手）を育成する

史跡や文化財等（文化遺産）を整備・活用する

伝統文化の紹介や、歴史に関する情報を提供する

伝統文化の継承者やその活動に対する資金を助成する

伝統文化を観光資源として活用し、自ら稼ぐ仕組みを作る

（伝統文化の）練習や発表のための場所を提供する

伝統文化の継承者を表彰する

その他

令和５年

平成20年

（％）

N=1,509

N=1,243
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（３）熊本市文化芸術振興指針の検証のまとめ 

平成 20 年（2008 年）と令和５年（2023 年）に実施したアンケート結果を比較することで、その成果を

検証しました。その結果、市民が文化芸術に触れる機会は増加していますが、文化に親しんでいる市民の割

合は、いまだ熊本地震前の割合までは回復していません。 

また、熊本の文化として「まち並みや建築物（熊本城、水前寺公園など）」や「水」を挙げる人が多いことには

変わりありませんが、新たに「マンガ」を挙げる人が増えており、熊本の文化の新しい分野として市民の関心

が向けられていることがわかります。 

伝統文化の保存や継承するために必要な取組としては、「継承者（担い手）の育成」を挙げる人が多く、ま

た、文化芸術の振興のために「担い手となる人材の育成」が必要だと思う人が増えていることから、熊本市

文化芸術振興指針策定以降、文化芸術の担い手に対して市民の関心が高まっていることがわかります。 

 

熊本市文化芸術振興指針に基づいた取組は、市民が文化芸術に触れる機会の増加など一定の成果は上が

っており、また、市民が感じている熊本の文化の強みや、市民が求めていることの傾向は変わっていないた

め、これまでの文化振興施策を引き続き推進するとともに、市民の意識の変化を踏まえ、新たに推進する要

素を追加する必要があります。 
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４．現状と課題 

今後の施策を検討するにあたり、社会情勢や令和５年度（2023年度）に実施した各種アンケート調査と熊

本市文化芸術振興指針の検証及び策定委員会での意見等を踏まえ、本市の文化芸術に関する現状と課題に

ついて整理しました。 

 

（１）鑑賞や活動について 

本市おける文化芸術の振興のために力を入れることは「こどもから大人まで各々のニーズに応じた芸術

鑑賞の機会の提供」を望む市民が半数を超えて最も多く、また、文化芸術の活動がしやすくなる取組につい

ては、身近な場所で鑑賞や活動に参加できる機会の提供と魅力ある内容の活動を最重視しています。一方

で、直接鑑賞した施設等は、熊本市外が 40％を超えており、また、文化芸術に関心があっても実践等をしな

かった理由として、「活動を行う時間がない」が最も多く、次いで「新型コロナウイルス感染症の影響で文化芸

術活動を控えた」になっています。これらのことから、幅広い世代のニーズに応じ、文化施設に限らず身近な

場所で鑑賞や活動に参加できる機会や活動者の発表の場の創出が必要です。 

 

 知りたい文化芸術に関する情報については「熊本市内のイベント等の開催情報」が 60％を超えて最も多く

なっています。また、文化芸術を鑑賞、実践、支援しようと思ったきっかけについては、「市政だより」「民間の

フリーペーパー」「テレビ」が上位１～３位になっていますが、20 代以下では「Instagram」が最も多く、

SNS から情報を得ていることから、あらゆる世代に文化芸術の情報を届けるために、様々な媒体を効果的

に活用し発信することが必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

文化芸術の活動がしやすくなる取組 

（上位６項目）【複数回答可】 

49.2 

47.8 

29.0 

28.5 

24.3 

23.3 

0 20 40 60

住んでいる地域やその近くなど、身

近な場所で活動できる

魅力ある内容の活動である

活動費用の負担が軽くなる

初心者向けの活動が提供される

よい情報を事前に入手しやすい

土日祝日や夜間など、活動しやすい

時間の活動が提供される

(%)

N=1,509

知りたい文化芸術に関する情報【複数回答可】 

63.0

46.3

29.9

13.4

9.3

0.5

18.2

3.4

0 20 40 60 80

熊本市内のイベント等の開催情報

文化施設の催しの開催情報

講座・教室等の開催情報

文化団体の紹介や活動状況

講師・先生等の情報

その他

特にない

不明・無回答

(%)

文化芸術活動を鑑賞・実践・支援しようと思ったきっかけ【複数回答可】 
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（２）熊本の文化と文化芸術の継承について 

平成 20 年（2008 年）のアンケート時と同様に、熊本の文化として「まち並みや建築物」や「水」を連想す

る人が多くなっています。また、「上質な生活・文化都市くまもと」の実現を目指している本市において、市民

が「上質な文化都市」からイメージするものについては、「豊かな自然や歴史、文化に恵まれている」ことを連

想する人が 54.3％、「市民が自分たちの暮らすまちに誇りをもっている」ことを連想する人が 48.8％いま

す。 

また、文化芸術を「観光」や「まちづくり」にいかしたいと考える人も多くなっていることから、熊本の特色

ある文化芸術を活用してまちづくりを進めるとともに、多くの人に熊本の魅力を知ってもらう取組や、経済

的価値をいかすことでにぎわいを創出する取組が必要です。 

 

伝統文化を保存し次世代に継承するために必要な取組については、「市民が気軽に伝統文化に接する機会の提

供」を望む人が 59.4％、「学校での伝統文化の鑑賞機会の充実」を望む人が 52.5％おり、市内のアーティストや

文化芸術団体からは、「担い手不足」や「活動や発表の場の確保」、「活動資金の確保」を課題と感じているという回

答が多くなっています。伝統芸能や文化財などを未来につなぐために、市民やこどもたちが気軽に伝統文化

と接する機会が求められています。文化芸術活動者からも、活動の場が求められており、伝統芸能や文化財を

発表し、市民やこどもたちと交流できる機会づくりに取り組むことが必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

伝統文化を保存し次世代に継承するために必要な取組 

（上位６項目）【複数回答可】 

「上質な文化都市」からイメージするもの 

（上位６項目）【複数回答可】 

54.3 

48.8 

42.9 

34.1 

33.3 

33.3 

0 20 40 60

豊かな自然や歴史、文化に恵まれ

ている

市民が自分たちの暮らすまちに誇

りを持っている

市民が気軽に文化芸術を楽しんで

いる

市民が夢や希望を抱いて生き生き

と多様な生活を楽しんでいる

歴史的な建物や遺跡などを活用し

たまちづくりが行われている

魅力的な公演・展覧会などの文化

行事がたくさん開催されている

(%)

N=1,509

59.4

52.5

40.8

30.9

30.7

29.8

0 10 20 30 40 50 60 70

市民が気軽に伝統文化に参加・鑑

賞できる催しを実施する

学校での伝統文化の鑑賞機会を充

実させる

伝統文化の継承者（担い手）を育成

する

史跡や文化財等を整備・活用する

伝統文化の紹介や、歴史に関する

情報を提供する

伝統文化の継承者やその活動に対

する資金を助成する

(%)

N=1,509
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（３）こどもと文化芸術について 

小中学生の 8 割以上が文化芸術に関心があり、５割以上が文化芸術活動をしたいと考えています。また、

本市では「伝統芸能等講師派遣事業」を実施していますが、その中では、小学生で約 9 割、中学生で約 6 割

が、伝統文化を体験して楽しかったと回答しており、熊本市の伝統文化の継承についても、4 割以上の小中

学生が継承したいと考えています。 

文化芸術団体は、こどもや若者の一層の参加を促すために、「教育機関と連携した、鑑賞・実践機会の創出」

や「地域の団体（町会・自治会など）と連携した鑑賞・実践機会の創出」に取り組んでいます。しかし、こどもが

文化芸術に触れる機会への市民の満足度は 9.2％と低く、「こどもの文化芸術体験について重要なこと」と

しては、約 5 割の市民が学校等における公演などの鑑賞体験の充実を望んでいます。 

このため、こどもの頃から文化芸術の体験など楽しいと感じる機会を提供することや、学校を中心に、文

化施設や地域でこどもを対象とした文化芸術鑑賞を行い、こどもたちが等しく文化芸術に触れる機会を作

ることも必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

こどもの文化芸術体験について重要なこと 

（上位６項目）【複数回答可】 

こどもや若者の一層の参加を促すための取組 

（上位５項目）【複数回答可】 

 

 

40.2

35.4

31.7

31.7

17.1

0 10 20 30 40 50

教育機関と連携した、鑑

賞・実践機会の創出

地域の団体（町会・自治会

など）と連携した鑑賞・実

践機会の創出

こどもや若者向けのイベ

ント等の実施

積極的な情報発信

他団体やアーティストと

連携した鑑賞・実践機会

の創出

(%)

N=82

50.1

40.4

36.5

32.8

28.0

26.2

0 10 20 30 40 50 60

保育園や学校等における公演など

（学校等へ出向いて実施するアウト

リーチ活動を含む）の鑑賞体験を充

実させる

ホール・劇場や美術館・博物館など

地域の文化施設における、こども向

けの鑑賞機会や学習機会（ワーク

ショップ等）を充実させる

音楽祭や演劇祭など、地域で文化

的行事を開催し、文化芸術に親しむ

きっかけを提供する

歴史的な建造物や遺跡などについ

て学習する機会を充実させる

保育園や学校等における演劇など

（学校へ出向いて実施するアウト

リーチ活動を含む）の創作体験を充

実させる

地域の祭りなど、地域に密着した伝

統的な文化体験の機会をより多く

提供する

(%)

N=1,509

（文化芸術団体・アーティストアンケート調査より） 
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（４）文化芸術の持つ力について 

文化芸術の鑑賞や活動の経験がある人の方がない人よりも、社会的なつながりが多く、心身の健康状態

や幸福度が高くなっています。人口減少が進む中で、単身世帯の増加や高齢化率の上昇により地域コミュニ

ティの維持が困難になるなど、人と人とのつながりが希薄になりやすいと言われているため、文化芸術を介

して地域住民の緩やかなつながりをつくり、孤独・孤立の状態の予防や解消のための取組が必要です。 

 

また、台湾からの半導体関連企業の熊本進出などもあり、本市の在住外国人は過去最大に増加していま

す。しかし、言葉や文化の違いが壁となり、地域とのつながりは希薄になりやすいため、日本語教室の開催や、

文化芸術の持つ包摂力や多様な価値観を尊重する力をいかした取組を通し、相互理解を深め、在住外国人

が地域から孤立しない共生社会の推進が重要となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

文化芸術の鑑賞や活動の有無と社会的なつながりや心身の健康状態、幸福度の相関関係 

※各項目について 0～10 点の 10 段階評価を行い、平均点を比較 

7.35

6.99

6.45

6.96

6.60

5.99

6.71

5.97

5.32

5.00

5.50

6.00

6.50

7.00

7.50

活
動
経
験
あ
り

鑑
賞
経
験
だ
け

あ
り

活
動
・鑑
賞
経
験

な
し

現在の幸福度

現在の心身の健康状態

現在の社会的なつながり

N=1,509
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５．文化芸術の範囲 

文学、音楽、美術、写真、演劇、舞踊や、伝統芸能、地域文化、生活文化、国民娯楽、文化財などの文化芸術

基本法に示されている内容に加え、熊本市の特色をいかした「水」などの自然由来の文化までを文化芸術の

範囲とします。 

 

芸術 文学、音楽、美術、写真、演劇、舞踊その他の芸術 

メディア芸術 映画、漫画、アニメーション及びコンピューターその他の電子機器等を利用し

た芸術 

芸能 講談、落語、浪曲、漫談、漫才、歌唱、その他の芸能 

生活文化・国民娯楽・出

版物等 

生活文化（茶道、華道、書道、食文化その他の生活に係る文化）、 

国民娯楽（囲碁、将棋その他の国民的娯楽）、出版物及びレコード等 

文化財 有形及び無形の文化財並びにその保存技術 

地域文化 地域固有の伝統芸能及び民族芸能 

固有の自然由来の文化 水や緑などの自然にまつわる文化 
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第２章 計画の基本方針 

１．めざす姿 

 

 

 

 

 

 

前章で整理した社会情勢や本市の現状と課題を踏まえ、文化芸術が創出する新たな価値を観光やまちづ

くり、国際交流、福祉、教育、産業など各関連分野に生かすとともに、市民に文化芸術が「身近なもの」、「人々

が心豊かに生きる上で必要なもののひとつ」であると認知され、心豊かなまちづくりを進めていくために、

「市民が身近に文化芸術に親しめるまち」をめざすまちの姿として掲げます。 

文化施設はもとより、公共施設や学校、病院や福祉施設、まちなかや地域などで、市民が身近に文化芸術

に触れることで、元気や刺激となり、多様な価値観を尊重し受け入れ、心の豊かさにつながります。同じ文化

芸術を体験することで会話が生まれ、伝統文化や地域文化を通じて地域への愛着が育まれるなど、新たな

つながりや価値を生み、一人ひとりがいきいきと暮らせるまちの実現にもつながります。 

 

 

 

 

２．基本理念 

 

文化芸術の力で市民の生活を豊かにする 
 

文化芸術は、文化ホールでのクラッシック音楽や美術館での絵画の鑑賞などを通して非日常を感じら

れる一方、テレビを観たり読書をしたりと、日常生活の中にもあります。日常生活や非日常で触れる文化

芸術は、精神的な安らぎをもたらし、人々の心を豊かにし、創造力や感性を育み、人間が人間らしく生き

る糧になるものです。 

 また、同じテーマでも人によって描くものが異なるように、文化芸術に触れ感じることで新たな価値観

や人との違いに気づき、多様性を尊重し互いを認め合う社会や、他者と比べることなく自分の価値を認

めることのできる社会をつくることにつながります。 

 

 

 

市民が身近に文化芸術に親しめるまち 
身近に文化芸術に触れることで、心が豊かになり、新たなつながりや価値を生み、 

一人ひとりがいきいきと暮らせるまちをめざす 



18 

 

本市には加藤家・細川家に由来する大名文化や熊本城など地域固有の文化や文化財、豊かな水や緑

など自然由来の文化があります。これらにより育まれてきた伝統芸能・民族芸能は地域住民によって継

承されることで、郷土への愛着や誇りを育み、コミュニティを形成してきました。さらに、地域の文化は、

観光などの他分野に生かすことで都市ブランド力を高めるなど、新たな需要や高い付加価値を生み出し

てきました。 

 近年、文化芸術が持つ力を活用し、新しい視点や柔軟な発想で物事を考える「アート思考6」によるアプ

ローチが広がっています。多様化している社会課題に対し、「アート思考」を活用することが解決への一

助となることから、市民一人ひとりが「アート思考」の考え方を持ち、新たな発想でまちづくりに取り組む

ことは、より良い社会の実現につながります。 

 

どこでも誰でも文化芸術に触れる機会を創出し、誰もが文化芸術を身近に感じることで、心豊かな社会を

つくり、個人や社会がより良い状態となる「ウェルビーイング」の向上を目指します。 

  

 

  

 
6 アート思考：文化芸術に触れることで、感動し、文化芸術を大切に思うだけでなく、文化芸術によって育まれる創造性

や包摂性をもって幅広い視野で柔軟な発想をすること。また、文化芸術の持つ力により、人の心を動かし、考え方を

変え、行動変容へとつながるという思考。 
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３．計画の位置づけ 

 

この計画は、文化芸術基本法に基づく「地方文化芸術推進基本計画」に位置付け、観光・こども・まちづくり

等の分野との連携や、創造性や感性を育む力、多様な価値観を包摂する力、喜びを与える力など、文化芸術

がもつ多様な価値を生かして、熊本市第８次総合計画の関連分野と連携しながら事業を展開していきます。 

また、障害者による文化芸術活動の推進に関する法律に基づく「地方公共団体における障害者による文化

芸術活動の推進に関する計画」として位置付けます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．計画期間 

熊本市第 8 次総合計画と終期を合わせるため、令和 7 年度（2025 年度）～令和 13 年度（2031 年

度）の 7 年間の計画とします。また、熊本市第 8 次総合計画の中間見直しに合わせ、3 年後の令和 9 年

度（2027 年度）に必要な見直しを行います。 
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第３章 施策の展開 

 

１．計画の体系 

めざす姿「市民が身近に文化芸術に親しめるまち」、及び基本理念「文化芸術の力で市民の生活を豊かに

する」を実現するため、「文化芸術に触れる場と機会の創出」、「文化芸術の継承と活用」、「次代の文化芸術を

担うこどもたちの育成」、「文化芸術を介したつながりの創出と多様な価値の活用」の 4 つの基本施策に取

り組みます。あわせて、文化芸術が有する創造性をいかし、新たな発想で多様な取組と連携しながら施策・事

業を推進していくことが重要であることから、「文化芸術の力による新たなアプローチを用いたまちづく

り」、「文化芸術を支える新たな基盤づくり」の 2 つの横断的な施策を実施します。 
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２．基本施策 

基本施策Ⅰ 文化芸術に触れる場と機会の創出 

文化芸術に触れることで、人は楽しさや安らぎを感じ、人間が人間らしく生きることにつながります。ま

た、文化芸術は、時間や場所を超えて、普段の生活とは違った、作品や作者の世界を想像させ、人々に非日

常の楽しみを与えます。  

さらに、文化芸術により異なる文化や多様な価値観や表現に触れることで、寛容力や想像力が養われ、視

野や理解が広がります。 

また、文化芸術活動を通じて表現力を発揮することができ、創造性や感性を育みます。 

これらの効果を誰もが享受できるよう、以下の 3 つに取り組みます。 

 

 

＜取組１＞文化芸術に触れ親しむことができる環境づくり 

年齢やライフステージ、国籍、障がいの有無、経済的な状況等に関わらず、あらゆる人が文化芸術に触れ、

楽しむことのできる環境づくりを推進していきます。特に、文化ホールや美術館等の文化活動の核となる施

設は、気軽に体験ができるワークショップなどの魅力的な企画の実施に取り組みます。 

また、出張公演や「おでかけ公民館」等をはじめとするアウトリーチ活動の充実など、様々な方法で文化芸

術に触れる機会の創出に取り組みます。 

さらに、多様な主体と連携しながら、花畑広場をはじめとする公共空間や商業施設、遊休空間、都市公園

などを活用しイベント等を行うことで、まちを訪れる市民や観光客などが、散策しながら文化芸術を楽しむこ

とができる環境づくりに取り組みます。 

 

【事業例】 

・文化施設での多くの人が楽しめる公演や企画展、ワークショップの開催 

・文化施設のイベントに合わせて熊本駅や百貨店で開催する出張公演 

・地域の団体等に出向いて講座を開催する「おでかけ公民館」の実施 

・花畑広場をアーティストに無料開放する「花畑解放区 “Day Dream”」の実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【コラム】ストリート・アートプレックス 

写 真 
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＜取組２＞文化芸術活動者が活動しやすい環境づくり 

文化芸術に触れる場と機会を創出するためには、文化芸術活動者が活動しやすい環境や発表の場を創出

していくことも必要です。設備の整った文化施設のみならず、店舗や会社のオープンスペースを表現の場に

するなど、多様な規模や目的にあった発表の場と文化芸術活動者・関係者とのネットワークをつくり、熊本の

文化芸術の発信の増加に取り組みます。 

また、文化施設等では、地元の文化芸術活動者が自主公演を開催しやすくするための支援等に取り組みま

す。 

さらに、高齢者や障がい者など誰もが文化芸術活動者として、文化芸術活動に参加できる機会を提供して

いきます。障がいのある人の文化芸術活動を支援する各種団体に対し、活動に関する情報提供などの支援

を行うとともに、作品の展示会等のイベントの開催や情報発信を行います。関係団体と連携・協力し、アール

ブリュット7の普及をはじめ、障がいのある人とない人が協働しながら文化芸術活動を楽しめる機会の提供

を支援します。 

 

【事業例】 

・アーティストの交流の場の提供 

・熊本市健軍文化ホール芸術文化団体等助成事業 

・熊本市障がい者福祉センター希望荘での作品展示  

・熊本市現代美術館での特別支援学校の児童・生徒の作品展示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
7 アールブリュット：「正規の美術教育を受けていない人による芸術」の意味から派生して、日本では「障がい者の表現

活動」の意味で使われることが多い。 

【コラム】アーティストスポット熊本 

写 真 
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＜取組３＞文化芸術にアクセスしやすい環境づくり 

様々な媒体を活用し、多くの人が文化芸術の情報にアクセスしやすい環境をつくります。インターネットや

SNS（Instagram、LINE 等）、市政だより等の紙媒体などを通じ、あらゆる世代のライフスタイルにあった

情報発信を行います。 

また、文化芸術イベント等のアーカイブ配信や、動画での文化財の紹介、デジタルミュージアムの導入な

ど、デジタル技術を活用することで、より多くの市民が容易に文化芸術に触れ、その楽しさを知ってもらえる

よう取り組みます。さらに、児童生徒を対象としたオンライン授業の仕組みづくりや、美術館等のホームペー

ジにおけるデジタル化した収蔵作品の公開など、文化施設等へ行かなくても、自宅や学校から文化芸術を楽

しむことができる環境づくりに取り組みます。 

 

【事業例】 

・Instagram やホームページの掲示板などを活用した情報を得やすい環境づくり 

・LINE を活用したプッシュ型の情報提供 

・ニーズやターゲットに応じた文化芸術活動の効果的な情報発信 

・熊本市現代美術館による不登校の児童生徒を対象に実施するオンライン授業学習支援事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【コラム】市公式 LINE 

 

写 真 
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基本施策Ⅱ 文化芸術の継承と活用 

文化財や伝統芸能、食文化を含む生活様式、しきたりなどの地域特有の伝統文化は、豊かな自然などの生

物多様性からもたらされ、人々の営みの中で長い年月を経て地域の祭りや食べ物などの文化として生活に

根付いています。これらは当時の人々の想いをのせて受け継がれてきたものです。 

これらの継承されてきた文化とその想いに人は心を動かされ、魅力を感じ、今を生きる人々にとって誇り

と地域への愛着となり、地域を大切に思う気持ちを育て、地域コミュニティの活性化につながります。そし

て、地域コミュニティにより、文化財や伝統文化などが保存・継承され、地域の個性をより強いものとし、それ

がシビックプライドの醸成につながるという好循環が生まれます。 

本市の特色をいかした文化芸術を活用することで、それらを尊重する心を育み、豊かな人間性を涵養する

とともに、産業や観光など経済的価値を生み出し、持続的なまちの活性化へつなげ、都市文化力の向上を図

ります。 

 

 

＜取組１＞文化財や伝統文化・食文化等の継承 

今日まで受け継がれてきた文化財や伝統芸能等の伝統文化を継承していくため、史跡公園や記念館など

を適切に管理することや、伝統芸能等保存団体の活動への支援等を通じ、保存団体等の活動を活性化させ

るとともに、人々が伝統文化に触れる機会を充実させます。また、伝統工芸家の後継者育成に取り組むとと

もに、国内外への工芸品の販路開拓を支援することで、熊本の伝統工芸産業の保存や継承、工芸産業の活性

化につなげます。 

また、文化財や伝統芸能等の伝統文化について、デジタル技術を用いて映像として保存し、アーカイブ化

を進めることで、次世代へ確実に継承するとともに、興味関心をもつ幅広い世代の人が鑑賞できる機会の

充実を図ります。 

郷土料理に代表される、地域や家庭で受け継がれてきた食文化もまた未来へつなぐべき伝統文化です。

学校給食等への郷土料理の導入や、郷土料理教室の開催、伝統野菜、特産農水産物の PR 等を通して「くま

もとらしさ」のある食文化を継承していきます。 

 

【事業例】 

・史跡公園や記念館の保存及び重要な文化財の保存修復  

・歴史的風致維持向上計画に基づく豊かな歴史的文化遺産の魅力や価値の後世への継承 

・熊本の食文化の伝承「いきなり団子プロジェクト（小中学生を対象とした郷土料理教室）」の実施 

・熊本市の豊かな自然を後世に引き継ぐための生物多様性の普及啓発 
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【コラム】くまもと大邦楽祭・くまもと子ども邦楽祭 

【コラム】ひご野菜 

 

 

 

写 真 

写 真 
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＜取組２＞シビックプライドの醸成と地域コミュニティの活性化 

地域で大切に守られている文化資源を地域の宝として顕彰することで、次世代を担うこどもたちをはじめ

広い世代において郷土への誇りと愛着を育むとともに、文化資源を継承する活動を通じて地域コミュニティ

の活性化につなげていきます。 

地域における文化芸術を活用したイベントや伝統的な祭りの開催等を通じ、地域文化の振興及び継承と、

地域の活性化、地域住民のつながりの創出を図ります。これらの行事の開催や地域の文化芸術活動等をより

幅広く効果的に推進するために、くまもと市文化協会をはじめとした民間団体等とも連携・協力して取り組

みます。くまもと市文化協会は、地域文化活動団体の相互の交流や連携、区や地域での文化活動を支援する

ことで、地域住民の誇りを醸成するとともに、区や地域の特色をいかしたまちづくりにつなげます。 

あわせて、夏の風物詩である火の国まつりや江津湖花火大会、また、お城まつりなどの開催を通し、こども

たちをはじめとする市民のふるさとに対する愛着や思い出づくりにつなげるとともに、新たな熊本の魅力を

発信し地域の活性化を図ります。 

 

【事業例】 

・市文化協会による地域文化の活性化と区・地域の文化活動支援 

・郷土文化財の認定とまちづくりへの活用支援 

・地域に残る文化資源の若い世代へ向けた SNS 等を活用した発信 

・火の国まつり、お城まつり、江津湖花火大会の開催を通した賑わい創出と新たな魅力の発信 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【コラム】くまもと歴史写真部 

【コラム】くまもと市文化協会 

写 真 

 

写 真 
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＜取組３＞都市文化力の向上 

熊本城をはじめとする文化財や熊本が誇る水資源のほか、マンガ・アニメ等のポップカルチャー、工芸品、

農産物など、熊本の歴史や文化を国内外に広く発信・活用することで、熊本市の都市の魅力を高め、世界か

ら選ばれる都市としての都市ブランド力を高めます。また、茶道肥後古流や肥後六花といった加藤家・細川

家に由来する大名文化や、夏目漱石、宮本武蔵、横井小楠、小泉八雲などの熊本ゆかりの偉人については、

ストーリー性を持たせて発信することで、より観光客の興味を引きつける熊本市ならではの魅力創出を図り

ます。 

令和 7 年度（2025 年度）には、EXPO2025 大阪・関西万博の開催も予定されており、万博のもつ人・

モノを呼び寄せる求心力と発信力は、日本の成長を持続させる起爆剤となります。熊本市においても、市の

存在感を強め、開催効果を増大させる芸術・文化・スポーツ等のイベントの誘致を推進するために、熊本城ホ

ール・花畑広場等を一体利用した大規模イベントを開催するなど、地域への相乗・波及効果を創出します。 

さらに、記念館等において VR8ゴーグルで物語の世界を体験できるデジタルミュージアムを導入する等

の高付加価値コンテンツの造成や、熊本城のユニークベニュー9の利用促進などに取り組むことで、市内の文

化・観光資源の本質的な価値を発信するとともに、国内外からの誘客や地域の活性化を図ります。 

 

【事業例】 

・記念館におけるイベント開催による熊本の偉人の認知向上、魅力発信 

・夏目漱石旧居や草枕俳句大会、五高記念館など熊本ならではの漱石文化の発信 

・ナイトタイムエコノミーの推進や夜間景観の充実  

・熊本城でのユニークベニューの開催 

・くまもと水ブランドの国内外への発信 

 

           

 

  

 
8 VR：仮想現実(バーチャル・リアリティ)。現実と似た世界をデジタルな情報で作り上げる技術。 
9 ユニークベニュー：歴史的建造物、文化施設や公的空間等で、会議・レセプションを開催することで特別感や地域特性を演出

できる会場。 

【コラム】熊本城おもてなし武将隊 

写 真 
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基本施策Ⅲ 次代の文化芸術を担うこどもたちの育成 

文化芸術はこどもたちの情緒の成長を促し、想像力や洞察力を養い、新しい世界を知るきっかけになりま

す。また、自分と他者、社会や世界とのつながりを認識し、視野が広がります。さらに個性を認め合い、寛容

な心を育みます。このため、こどもたちによる文化芸術鑑賞や体験機会を通し、こどもの文化芸術に親しむ

機会や、興味関心を得る機会を提供することが必要です。 

幼い頃から文化芸術に触れ興味を持ち、鑑賞の仕方や触れる習慣を身につけることは、文化芸術の鑑賞

者（ファン・サポーター）を育成し、活動者の支援、ひいては文化芸術活動の活性化につながります。また、将

来の文化芸術活動者の育成にもつながります。そのためには、こどもの文化芸術活動において、家庭環境や

時間的制約などによる格差が生じないよう、誰もが文化芸術に触れる機会を提供することが必要であり、教

育機関との連携が重要になります。 

さらに、文化芸術活動の担い手の育成や世界を舞台に活躍を目指すこどもたちの支援を通し、本市にお

ける文化芸術の持続的な発展を図ります。 

 次代の文化芸術を担うこどもたちを育成するために、以下の２つに取り組みます。 

 

 

＜取組１＞こどもたちが文化芸術に親しむ機会の提供 

学校の授業としてホール等に出向き公演を鑑賞するほか、アーティストや伝統芸能等の講師を学校へ派遣

し、授業の中で芸術鑑賞や創作活動、伝統文化の鑑賞・体験を行うなど、教育機関と連携し、すべてのこども

たちが文化芸術に親しむことができる機会を創出します。さらに、地域の公民館や文化施設で行う芸術・伝

統文化を鑑賞・体験するイベントの実施や、文化芸術活動の発表する機会の提供などの活動支援を通しこど

もたちがより多くの文化芸術に親しむ機会を提供します。 

このほか、学校部活動の地域移行を含む小中学生の文化芸術活動について、市・区文化協会をはじめ地域

と連携しながら取組を進めていきます。 

 

【事業例】 

・エデュケーションウィークの実施  

・学校部活動の地域連携における文化芸術活動の環境の整備 

・文化芸術活動団体の全国大会等出場に係る旅費等の支援 

・むしゃんよかバンド決定戦（熊本城ホール）の開催 

 

 

 

 

【コラム】「感性をみがく教育の推進」事業 

写 真 
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【コラム】むしゃんよかバンド 

写 真 
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＜取組２＞世界に羽ばたく人材育成   

将来にわたり熊本市の文化力を高め、文化芸術活動を持続的に活性化していくため、世界を舞台に活躍

ができ、また、文化芸術活動の指導的な役割を果たすことができる人材を育成します。国内外で活躍し、そ

の分野でのリーダーを目指すための研修費用等を助成するとともに、若者の文化芸術活動の発表の場や、こ

どもたちがプロの芸術家や演奏家等による指導を受けることができる機会を増やす取組などを通じ、将来

のアーティストの育成を図ります。 

また、文化芸術活動者が持続的に活動を行うためには、それを支える専門的な技術・知識を有する人材を

育成することが重要です。文化施設を活用した、こどもたちが演出や音響・映像等の専門的な技術や知識を

学び、体験できるプログラムや、美術館を学芸員が案内するツアーなど、こどもたちが文化芸術に係る技術

や仕事を学べる機会をつくり、こどもたち自身が「文化芸術に関わりたい」と心が動くきっかけをつくること

で、将来のアーティストを支える人材の育成を図ります。 

 

【事業例】 

・人づくり基金などを活用した将来のリーダーとなる人材の育成 

・プロの指導者による研修会の実施など次代を担うアーティストの育成 

・東京藝術大学との連携による市立高校生への学びの機会の提供 

・美術館や文化ホールなどの文化施設を活用した専門的な技術を学べる機会の提供 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【コラム】人づくり基金 

 

【コラム】熊本室内楽アカデミー 

写 真 

写 真 
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基本施策Ⅳ 文化芸術を介したつながりの創出と多様な価値観の尊重 

文化芸術に触れたときに、人は嬉しさや感動を覚え、安らぎや喜びを感じることができます。こうした感情

を周りの人々と共有し、他者との違いを理解し認めることによって、人とのつながりを創出するとともに、多

様な価値観を認め合う社会をつくることができます。また、地域における文化芸術の取組を通じて、地域に

対する愛着を感じることで自分たちの住む地域をより良くしようと自ら行動し、地域の活性化にもつながり

ます。 

文化芸術がつなぐ社会的な関係が、人を孤独から救い、人々に生きる力を与え、ウェルビーイングの向上

に寄与することから、文化芸術を介したつながりの創出と多様な価値観の尊重のために以下の２つに取り組

みます。 

 

 

＜取組１＞地域住民のつながりの創出 

地域に文化芸術の活動の場や文化芸術に触れる場を設けることで、文化芸術をコミュニケーションツール

として住民同士が交流し、あたたかく緩やかなつながりをつくることができます。また、文化芸術により、住

民たちが地域への愛着を再認識し、地域の課題をともに考え、より良い地域にするために行動することで、

いきいきとした暮らしを楽しむ社会を形成することができます。 

絵画などの一つの作品を複数人で対話しながら鑑賞する「対話型鑑賞」は、自由に自分の考えを表現する

とともに自分とは異なる考えを受け入れ、想像力やコミュニケーション能力を培うことができます。また、認

知症の方が、「対話型鑑賞」を実践することで、うつ症状の軽減などの効果があることがわかっています。 

また、こども達にとって、家でも学校でもないこどものサードプレイス（第３の居場所）として美術館等の文

化施設を活用することで、「文化芸術は身近なもの」と認知してもらうことにつながります。さらに、家や学校

以外の新しい世界を知ることは、同じ趣味を持つ友だちや親でも教師でもない大人と知り合い人間関係を

広げることや、自分の心安らげる居場所を増やすことができるとともに、支援の必要な子どもが社会とつな

がるきっかけにもなります。 

 

このように、文化芸術を介することで、お互いを認め合える心地よい居場所を得られることにつながり、

地域における孤独・孤立の予防や解消の一助にもなります。また、文化芸術を教育や福祉などの生活に身近

な領域と結びつけた取組を実施することで、人々の生きる力を育み、生きがいを感じることができ、ウェル

ビーイングの向上につながります。 

 

【事業例】 

・「くまもとアプリ」の利用促進による地域活動の活性化 

・認知症患者とその家族を対象とした絵画などの対話型鑑賞の実施 

・アートを介した地域のつながりづくりの実証実験（文化的処方の実践） 

・熊本市現代美術館でのサードプレイスづくり 
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【コラム】白川夜市 

【コラム】くまもとアプリ 

写 真 

写 真 



33 

 

＜取組２＞多様な価値観の尊重と異文化理解 

文化や生活習慣が異なる外国人との共生において、文化芸術の持つ包摂性により、言葉が通じなくても、

同じ感動を味わうことができるうえ、お互いの文化の違いを認め、多様な価値観を尊重するなど人と人とが

つながることができます。 

また、在住外国人に対し日本語や伝統文化等を学ぶ機会を充実させるとともに、日本人と外国人の交流

を促し、様々な人が共生する社会の実現に取り組みます。 

外国人と交流し日本や熊本、地域のことを伝えるなかで、日本人の熊本市民にとっても、市や地域の良さ

や地域文化・伝統文化等の良さを再認識するきっかけになると考えています。 

 

【事業例】 

・姉妹友好都市等との文化芸術を介した交流 

・国際交流会館や公民館を活用した多文化共生社会の推進事業 

・外国人に対する日本語教育の充実 

・ヴィーガンベジタリアン等の多様な食文化の尊重 

 

 

 

 

  

【コラム】友好協力都市との文化芸術を介した交流による異文化理解の促進 

 

写 真 
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３．横断的な施策 

Ⅰ 文化芸術の力による新たなアプローチを用いたまちづくり 

少子・高齢化と人口減少の進行、地域のグローバル化、価値観の多様化や地域課題の複雑化、社会経済環

境の目まぐるしい変化など、熊本市を取り巻く環境は大きく変化しており、行政としても、従来通りの知識や

視点、論理的な思考にとらわれず、これまでにない新たな発想で柔軟に対応していくことが求められていま

す。 

そこで、文化芸術によって育まれる創造性や包摂性をもって幅広い視野で柔軟な発想をする「アート思考」

により、新しい視点やアプローチで社会と関わることで、多様なニーズへの対応や社会課題の解決を図りま

す。さらに、アート思考を用いて暮らしと文化芸術を結びつける役割を担う人材を育成し、市民にまで伝播し

ていくことで、地域住民が自ら地域課題解決のプロセスに関わり、より持続可能で効果的な社会参加が可能

となると期待しています。 

また、文化顧問を核とし、東京藝術大学や熊本大学等の地元の研究機関との連携による「文化的処方10 」

の実践研究などを通じ、心豊かな生活を楽しむことができる社会の形成を目指します。地域住民同士のつな

がりづくり、高齢者の「通いの場」、また、校区単位の健康まちづくり活動等に文化的処方を取り入れること

により、一人ひとりがいきいきと暮らせるまちを目指します。 

このほか、まちづくりや都市デザインを進める中でも、アート思考を活用し、熊本の魅力が感じられ、新た

な価値を創出する場の創造を目指します。  

 

【事業例】 

・東京藝術大学との連携による人材交流 

・文化顧問による熊本市職員に対するアート思考習得のための研修 

・文化的処方を実践する人材の育成 

・「対話型鑑賞」等の文化芸術を介して人をつなぐアートコミュニケーターの育成 

  

 

 

 

 

  

 
10 文化的処方：文化芸術の活用によって、健康やウェルビーイングを地域や社会ぐるみで推進しようとする取組。 

【コラム】熊本市版ＤＯＯＲ研修 

写 真 

写 真 
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Ⅱ 文化芸術を支える新たな基盤づくり 

文化芸術の持続的な発展には、文化芸術の活動者と関係者や団体等をつなげ、文化芸術活動を横断的に

支えるための仕組みが必要です。そのため、多様な主体等の連携や協働をコーディネートする場となるプラ

ットフォームの設置に向けて、調査・研究を行います。 

プラットフォームには、専門的な知識や経験を持ったコーディネーターを設置し、活動に関するニーズの把

握や助言を行うとともに、活動支援となる有益な情報の収集と発信等により文化芸術活動を支援します。こ

のような支援を通して築かれる様々な主体とのネットワークによって、より効果的かつ高いレベルで文化芸

術活動を支え推進できる新たな基盤の構築を目指します。 

 

 

プラットフォームのイメージ図 
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第４章 計画の推進 

 

１．推進と進捗管理 

文化芸術の鑑賞者を含む市民や活動者、教育機関、民間事業者、外郭団体と市は、連携・協働により、更な

る文化芸術活動を展開します。 

本市の文化芸術推進の主役は市民です。市民が身近に文化芸術を親しむとともに、文化芸術の創造や表

現、保存や保護活動等の文化芸術活動を通し、本市の文化芸術を楽しみ育んでいきます。 

教育機関や民間事業者は、文化芸術活動を支えていくため、文化芸術に触れられる環境づくりに関わって

いくことが期待されています。特に、文化芸術を推進する外郭団体である公益財団法人 熊本市美術文化振

興財団及び一般財団法人 熊本市文化スポーツ財団は、文化施設の管理運営や文化事業の実施等、本市と連

携し各施策・取組を推進する重要な役割を担っています。また、くまもと市文化協会は、区や地域の文化活動

支援することで地域文化の振興を図ります。 

市は、身近に文化芸術に触れることできる環境をつくるとともに、外郭団体等のネットワークを活用しな

がら市民の文化芸術活動の支援等により文化芸術施策を推進します。市が設置する文化顧問は、アート思考

を身に付け暮らしと文化芸術をつなげる人材を育成し、文化芸術に親しめるまちづくりを推進します。 

 

 本計画をより効果的に推進していくために、関係団体や有識者等からなる「（仮称）熊本市文化芸術推進会

議（以下、「推進会議」といいます。）」を令和７年度（2025 年度）から新たに設置します。推進会議では、庁内

関係各課との連携を深め情報共有や課題の検討を行うとともに、計画の進捗管理を行い、計画の中間見直

しや次期計画を策定する際の検証にいかします。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市 

活動者 市民 

教育機関 

民間事業者 
外郭団体 

くまもと市文化協会 

文化 

顧問 

＜推進体制イメージ＞ 

（仮称） 

文化芸術 

推進会議 
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２．成果指標 

熊本市第８次総合計画の成果指標でもある「文化に親しんでいる市民の割合」をはじめ、施策Ⅰ～Ⅳ、及

び横断的な施策Ⅰ・Ⅱそれぞれについて、下記の検証指標を用いて進捗管理を行います。 

 

項目 指標内容 
現状値 

（R5） 

目標値 

(R9) 

目標値 

(R13) 

成果指標 
文化に親しんでいる市民の割合 

（８総） 
30.5％ 40.0％ 50.0％ 

施策Ⅰ 

文化芸術の鑑賞をした人の割合 62.6％ 66.0％ 70.0％ 

文化施設の利用者数（8 総） 543,067 人 645,034 人 747,000 人 

施策Ⅱ 

熊本城特別公開入園者数（8 総） 1,353,520 人 1,660,000 人 1,800,000 人 

誇れる文化・観光資源があると感

じる市民の割合（８総） 
93.9％ 97.0％ 100.0％ 

施策Ⅲ 

こどもが文化芸術に触れる機会へ

の満足度 
9.1％ 検討中 検討中 

伝統芸能やアーティストの講師派

遣や出張公演等の開催件数（8 総） 
43 件 45 件 47 件 

施策Ⅳ 

文化芸術活動の経験があり、社会

的つながりを感じている人の割合 
13.0％ 検討中 検討中 

多文化共生が進んだと感じる市民

の割合（８総） 
24.5％ 50.0％ 70.0％ 

横断的な

施策Ⅰ 
文化的処方の実践件数（累計） - 4 件 8 件 

横断的な

施策Ⅱ 
熊本市の文化的環境への満足度 19.9％ 25.0％ 30.0％ 

 

 

 


